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研究成果の概要（和文）： Dynamic MR sialographyを用いることで左右の耳下腺、顎下腺の個々
の機能評価が出来ることを報告した。また、この Dynamic MR sialography上に描出されるクエ
ン酸刺激後の耳下腺管の最大面積や刺激前後での耳下腺管の面積変化率は口腔乾燥症の患者群

の方が正常ボランティア群に比べ有意に低いことを報告した。今回の研究結果から、Dynamic 
MR sialography で得られるパラメーターにより、従来とは異なった観点からの口腔乾燥症の病
態解明や治療法の選択基準確立へのアプローチ法を提案した。 
 
研究成果の概要（英文）：We reported the functional differences between the parotid and submandibular 
glands  in the healthy volunteer using dynamic MR sialography. In addition, Differences between the 
parameters of dynamic MR sialography were elucidated between the healthy volunteer and the patient 
with dry mouth as chief complaint. The maximum area of the detectable ducts in the patient group was 
significantly smaller, while the change in detectable duct area was significantly lower. In other words, our 
study suggests that dynamic MR sialographic images and data can be useful in the diagnosis of patients 
with dry mouth as chief complaint. 
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１．研究開始当初の背景 
 口腔乾燥症は、口が乾くという不快な症状
のみならず誤嚥性肺炎、摂食障害、発音障害
などこれに起因する様々な病態の成立に関
与するということが報告され注目を集めて
いた。しかしながら、口腔乾燥症はその成り

立ちが、複合的で多岐な要因にわたっており、
有用な診断基準は確立されてはいなかった。 
我々は、これ迄も MRI を用いて、顎顔面領域
に対する様々な診断法を開発してきた。特に
唾液腺疾患に対する診断法としては、MR 
sialography に特殊な sequences の 3D-FASE
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法を応用することで、唾液腺抹消導管までの
高解像度な描出や唾液腺管内を内視鏡のよ
うに描出する MR virtual endoscopic views
の作成に成功し、唾液腺疾患に対する新たな
画像診断法を提案してきた(Morimoto & 
Tanaka ら,2002, 2004)。また、唾液腺抹消導
管の詳細に描出できるMRI の撮像条件の検索
のために唾液腺の実験モデルを作成しての
基礎的な実験も行ってきた(Morimoto & 
Tanaka ら,2005)。その中で我々は、これまで
開発してきた唾液腺に対するMRI の撮像法お
よび診断法を改良することで、唾液腺の MR 
sialography のダイナミック撮像行うことに
成功した。これにより従来は核医学検査を行
わなければ評価が困難であった唾液腺の機
能状態を擬似的に描出することに成功した。
これを利用し、健常者とシェーグレン症候群
の患者での唾液の流出パターンに違いがあ
ることも明らかにした(Tanaka ら, 2005)。さ
らに、健常者ボランティアで MR データから
計測した大唾液腺の体積と実際の唾液の分
泌量に相関性があることを報告してきた
(Inoue & Tanaka, Ono & Tanaka ら, 2006 )。
一方で、当大学の附属病院でも口腔乾燥症患
者のための専門外来を立上げており、治療に
関しても多くの実績を培ってきた。しかしな
がら、口腔乾燥症に対する治療法の選択基準
は、患者の希望と伴に主治医の経験からくる
判断という曖昧な部分が大きなものとなっ
ていた。そこで、我々は、客観的な画像によ
る口腔乾燥症の病態の解明および診断基準
の確立を行い、その病態に応じた適切な治療
法の確立を目指して研究を行った。 
 
 
２．研究の目的 
 我々はこれまでに、唾液腺の安静時の状態
に加え、クエン酸刺激による唾液腺の経時的
な状態変化をMRI により検出できる方法を開
発し、健常者については、唾液の流量の違い
による特徴的な所見を報告してきた。しかし
ながら、我々のこれまでの研究では、口腔乾
燥症患者についての特徴的な所見にまでは
言及することは出来なかった。そこで今回の
研究では、MRI による口腔乾燥症患者に特徴
的な所見を検出し、診断基準を確立すること
を目的として行った。 
 
 
３. 研究の方法 
 研究対象は健常者および患者のボランテ
ィアとした。本研究は、厚生労働省より告示
されている「臨床研究に関する倫理指針」の
内容に該当するため、これらの指針に沿って、
被験者の個人の尊厳及び人権の尊重とプラ
イバシーの保護に十分留意して実施した。研
究に協力を得られる者に関しては全身の状

態や使用薬剤、日常の生活習慣などについて
の問診を行った。MR sialography の撮像は
我々がこれまで開発を行ってきたDynamic MR 
sialography の手法とし、唾液腺の機能検査
はクエン酸による味覚刺激を行い、刺激前と
刺激直後から唾液腺管を 30 秒ごとの連続撮
影にて描出を行った。撮影終了時間は刺激後
の唾液腺管描出状態が刺激前の描出状態に
戻る迄とした。撮影後、 MR データを
workstation 上で処理し、唾液腺管のみを描
出する。同時に描出された唾液腺管の面積を
計測する。次に、その面積の変化を時間経過
とともにグラフ化し時間-検出可能唾液腺管
曲線（Dynamic curve）を描き、グラフから
各種パラメーターを測定した。健常者と患者
でのそれぞれの特徴的な所見について検出
し比較検討を行った。また、我々がこれまで
開発してきた Dynamic MR sialography につ
いてもクエン酸による味覚刺激の直後の状
態検出については、時間的、空間的にももう
少し分解能が必要と感じる部分もあった。し
たがって、撮像法に関しても、今まで以上に
高速かつ高解像度に撮影出来るようなシス
テムの開発を行った。更に、実際の唾液量の
測定や唾液の生化学的な解析も併せて行い
得られた結果の比較検討を行った。以上によ
り、口腔乾燥症の病態解明、診断基準の確立
を試みる。同時にそれぞれの検査の特徴所見
と患者に行った治療法、治療効果も併せて検
討していくことで適切な治療法の選択基準
の確立も試みた。 
 
 
４．研究成果 
 これまでに静的な状態でしか撮像・診断が
できなかった唾液腺のMRI 検査を動的な状態
での検出を可能とするような Dynamic MR 
sialography の開発を行った。この撮像法を、
2009 年度までに口腔乾燥症患者 30 名、シェ
ーグレン症候群患者 5名、健常者ボランティ
ア 40 名に対して応用することが出来た。そ
の結果として、健常者ボランティアのデータ
より Dynamic MR sialography は、左右の耳
下腺、顎下腺の個々の機能評価が出来ること
を報告した。また同時に耳下腺と顎下腺は味
覚刺激後の唾液の流出パターン、反応時間な
どが異なる様相を呈することを示した。更に、
この撮像法を口腔乾燥症と診断された患者
に対して応用することで、味覚刺激後の唾液
の流量、反応時間、流出パターンなどが健常
者とは異なる様相を呈することを示した。こ
れらは、唾液腺の機能状態を従来の手法とは
全く異なった MRI により検出し、診断を行う
ことを可能にするもので、口腔乾燥症、シェ
ーグレン症候群などの唾液腺機能の低下を
来す疾患の診断に際して新たな指標となり
得る要素を示したものと考える。特に唾液腺



 

 

やその周囲組織に異常を訴える患者に対し
ては、MRI 検査が頻繁に用いられていること
を考慮すると、形態と機能を同時に検査出来
るこの手法は患者の負担軽減という点にお
いて臨床的にも意義あるものと考える。 
 加えて、現在は口腔乾燥症患者に対し、唾
液腺洗浄療法、薬物投与などの治療を行った
患者から得られた Dynamic MR sialography
のデータを基に画像所見や唾液の流出パタ
ーンの違いによる治療効果の違いについて
もレトロスペクティブに分析を行っている。
これらの結果をもとに、今後は口腔乾燥症の
病態解明とともに治療法の確立を行ってい
く予定である。 
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